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○写真キャプション○● ●

飛島村は農村地帯と臨海工業地帯
が併存しており、名古屋港の物流
を担う地域でもある。その貯木場
に木材が浮かぶ。水中貯木は木の
干割れや虫害を防ぎ、長期保存に
適している。名古屋港周辺は、江
戸時代、名古屋城築城のために数
多くの貯木場が整備された。

貯
木
場
（
愛
知
県
飛
島
村
）

　

衆
議
院
が
解
散
さ
れ
る
直
前
、「
地
方
創
生
法
」
が
成
立

し
た
。
地
域
の
振
興
を
図
る
方
針
を
掲
げ
、
所
要
の
予
算
措

置
を
講
じ
る
国
の
姿
勢
は
評
価
で
き
る
も
の
の
、
自
治
体
は

大
事
な
も
の
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。

1
．
自
治
体
は
消
滅
し
な
い
―
小
さ
く
と
も
自
信
を
持
っ
て

　

筆
者
は
、
か
つ
て
過
疎
市
町
村
率
全
国
1
位
の
大
分
県
地

域
振
興
課
長
と
し
て
、
一
村
一
品
運
動
を
企
画
し
、
ま
た
、

竹
下
内
閣
の「
ふ
る
さ
と
創
生
」の
担
当
企
画
官
と
し
て「
ふ

る
さ
と
創
生
1
億
円
事
業
ー
正
式
名
称
は
『
自
ら
考
え
自
ら

行
う
地
域
づ
く
り
事
業
』」
を
立
案
し
た
。

　
「
な
ぜ
、
人
口
3
0
0
万
の
横
浜
市
と
2
5
3
人
の
青
ヶ

島
村
が
同
額
の
1
億
円
な
の
か
」「
ど
ん
な
に
小
さ
く
と
も

自
治
体
は
そ
の
責
務
を
果
た
し
ま
す
」
ふ
る
さ
と
創
生
で
の

国
会
質
疑
で
あ
る
。
ま
た
、
一
村
一
品
運
動
を
立
案
し
た
当

時
、
大
分
県
姫
島
村
に
人
口
問
題
の
専
門
家
と
称
す
る
学
者

が
来
た
。「
人
口
が
3
千
人
以
下
の
自
治
体
は
、
人
口
が
減

少
す
る
一
方
で
あ
る
。」
し
か
し
、
事
実
は
違
っ
た
。
民
間

が
失
敗
し
た
ク
ル
マ
エ
ビ
の
養
殖
事
業
を
町
が
引
継
ぎ
、
何

度
も
失
敗
し
た
が
つ
い
に
成
功
し
た
。
国
東
半
島
に
新
空
港

が
で
き
、
お
が
屑
に
入
っ
た
生
き
た
エ
ビ
が
東
京
や
大
阪
の

食
卓
に
上
っ
た
。
そ
し
て
、
次
男
坊
団
地
が
出
来
、
最
も
人

口
の
少
な
い
自
治
体
の
人
口
が
増
加
し
た
の
で
あ
る
。

2
．
地
方
創
生
と
ふ
る
さ
と
創
生
の
相
違
―
「
自
ら
調
べ
、

自
ら
考
え
、
自
ら
行
う
」

　

地
方
創
生
は
、
国
が
総
合
戦
略
を
示
し
様
々
な
振
興
策
を

提
案
し
中
央
官
僚
を
派
遣
す
る
。
至
れ
り
尽
く
せ
り
で
あ
る
。

一
方
、
ふ
る
さ
と
創
生
は
市
町
村
に
自
ら
考
え
る
こ
と
を
国

が
要
請
し
、
自
治
体
を
突
き
放
し
た
。
こ
れ
は
1
億
円
の
原

資
が
地
方
交
付
税
で
あ
り
国
が
使
途
に
口
を
差
し
挟
め
な
い

か
ら
で
も
あ
る
が
、
本
来
の
目
的
が
地
方
に
は
国
に
負
け
な

い
企
画
力
が
あ
る
こ
と
を
示
し
「
国
が
考
え
、
地
方
が
実
施

す
る
」
で
は
な
く
「
地
方
が
考
え
、
国
が
支
援
す
る
」
新
シ

ス
テ
ム
に
転
換
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
自
治
体

は
住
民
の
移
動
調
査
を
行
い
、
な
ぜ
住
民
が
村
を
出
て
い
く

の
か
を
地
道
に
調
べ
た
。
そ
し
て
、
自
ら
の
地
域
の
良
さ
と

課
題
を
認
識
し
、
議
会
と
住
民
と
と
も
に
振
興
策
を
真
剣
に

考
え
た
。
企
画
会
社
に
委
託
し
た
市
町
村
は
一
つ
も
な
い
。

自
治
体
は
毎
日
、
住
民
の
涙
と
笑
顔
に
接
し
て
い
る
。
だ
か

ら
、
自
ら
の
責
任
で
自
ら
の
政
策
を
立
案
し
実
行
で
き
る
の

だ
。
最
も
大
事
な
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

3
．
霞
が
関
に
負
け
な
い
気
概
を

　

35
年
前
、
米
づ
く
り
を
止
め
、
花
き
に
転
換
し
よ
う
と
し

た
大
分
県
大
山
町
。「
食
管
会
計
で
対
応
し
て
い
る
。
例
外

は
認
め
な
い
。」
と
反
対
す
る
国
に
町
長
は
屈
し
な
か
っ
た
。

「
中
山
間
地
の
米
作
り
で
は
次
男
は
残
れ
な
い
。
子
供
た
ち

の
未
来
の
た
め
に
挑
戦
す
る
の
で
す
。」
当
時
の
パ
ス
ポ
ー

ト
取
得
率
の
全
国
1
位
は
東
京
で
は
な
い
。「
梅
、
栗
植
え

て
ハ
ワ
イ
に
行
こ
う
！
」
の
こ
の
町
で
あ
る
。

　

今
で
こ
そ
全
国
に
知
ら
れ
る
観
光
地
：
大
分
県
湯
布
院
町
。

ゴ
ル
フ
場
開
発
で
土
地
を
売
る
動
き
が
始
ま
る
。
町
は
悩
ん

だ
末
、
素
晴
ら
し
い
自
然
を
活
か
し
た
町
づ
く
り
の
道
を
選

び
土
地
開
発
規
制
条
例
を
立
案
し
た
。「
私
権
制
限
は
憲
法

違
反
の
懸
念
」
と
撤
回
を
迫
る
所
管
省
庁
に
対
し
て
、
町
の

職
員
は
負
け
な
か
っ
た
。「
法
律
知
識
は
劣
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
住
民
皆
で
議
論
を
尽
く
し
町
の
未
来
を
決
め
た
の

で
す
。
国
は
町
の
将
来
に
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
の
で
す
か
」

　

当
時
の
先
駆
者
の
思
い
は
現
在
も
全
国
で
引
継
が
れ
て
い

る
。
自
ら
の
ま
ち
に
責
任
を
持
つ
の
は
国
で
は
な
く
自
分
た

ち
だ
。
そ
の
気
概
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。

「
防
災
・
危
機
管
理
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
に
つ
い
て

 …消
防
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民
保
護
・
防
災
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民
保
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⑵

自
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や
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い
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い
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ま
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を
め
ざ
し
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⑽

川
と
と
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生
き
る
ま
ち
づ
く
り
…
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…
…
…
高
知
県
町
村
会
長　

高
知
県
安
田
町
長　

有
岡　

正
幹
…
⑿

政 

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情 

報

随 

想

コラム

「
地
方
創
生
」で
失
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
　

　
　―

一
村
一
品
運
動
と
ふ
る
さ
と
創
生
を
立
案
し
た
立
場
か
ら

だ
て

た
つ

お

帝
京
大
学
教
授
・
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
名
誉
フ
ェ
ロ
ー
　
内 

貴
　
滋

な
い

し
げ
る

き
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【地方公共団体における総合的な危機管理体制に関する調査】

は
じ
め
に

自
然
災
害
、
国
民
保
護
事
案
等
の
危
機

事
態
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
、
と
り

わ
け
市
町
村
の
対
応
の
適
否
は
、
時
に
住

民
の
命
に
直
結
す
る
こ
と
に
な
る
。

市
町
村
を
含
め
た
地
方
公
共
団
体
の
総

合
的
な
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て
は
、
平

成
25
年
度
に
消
防
庁
に
お
い
て
、
全
て
の

都
道
府
県
、
市
区
町
村
を
対
象
と
し
て
調

査
を
実
施
し
た
。（
図
Ⅰ
〜
Ⅲ
）
こ
れ
に

よ
り
、危
機
事
態
発
生
時
の
体
制
等
に
は
、

市
町
村
間
で
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
ざ
危
機
事
態
が
発
生
し
た
際
に
、
市

町
村
が
初
動
対
応
を
適
切
に
行
う
た
め
に

は
、
ト
ッ
プ
で
あ
る
市
町
村
長
の
判
断
や

行
動
が
極
め
て
重
要
と
な
る
。
消
防
庁
で

は
、
市
町
村
長
の
危
機
管
理
意
識
の
一
層

の
向
上
を
図
り
、
具
体
的
な
災
害
対
応
の

危
機
事
態
に
お
い
て
、
市
町
村
長
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
十
分
発
揮
し
、
的
確
な
危

機
対
応
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
平

成
26
年
度
か
ら
市
町
村
長
を
対
象
と
し
た

防
災
・
危
機
管
理
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
市
町
村
長
を
対

象
と
し
た
「
防
災
・
危
機
管
理
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
」
の
概
要
と
、
同
セ
ミ
ナ
ー
に
お

い
て
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
「
市
町

村
長
に
よ
る
危
機
管
理
の
要
諦
」
に
つ
い

て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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「防災・危機管理トップセミナー」について

 
消防庁国民保護・防災部防災課国民保護室

　

政策解説
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ϪϪ ༴ᶵ⟶⌮ᢸᙜ㒊⨫⫋ဨ䛾⤒㦂ᖺᩘ䛸◊ಟ䛾ᐇ᪋≧ἣ༴ᶵ⟶⌮ᢸᙜ㒊⨫⫋ဨ䛾⤒㦂ᖺᩘ䛸◊ಟ䛾ᐇ᪋≧ἣ

ۑ ༴ᶵ⟶⌮ᢸᙜ㒊⨫⫋ဨࢆᑐ㇟ࡓࡋ࡜༴ᶵ⟶⌮࡟ಀࡿ◊ಟ➼ࡢᐇ᪋≧ἣ

ۑ ༴ᶵ⟶⌮ᢸᙜ㒊⨫⫋ဨࡢ⤒㦂ᖺᩘู๭ྜ

⫋ဨ䛾⤒㦂ᖺᩘ 㒔㐨ᗓ┴ ᣦᐃ㒔ᕷ ୰᰾ᕷ ≉౛ᕷ ≉ู༊ ୍⯡ᕷ ⏫ ᮧ ᕷ⏫ᮧྜィ

䠌ᖺ௨ୖ䡚䠎ᖺᮍ‶ 56% 61% 64% 59% 61% 58% 52% 51% 57%

䠎ᖺ௨ୖ䡚䠐ᖺᮍ‶ 28% 22% 23% 25% 26% 26% 27% 29% 26%

䠐ᖺ௨ୖ䡚䠒ᖺᮍ‶ 8% 7% 8% 9% 10% 10% 11% 7% 10%

䠒ᖺ௨ୖ䡚䠔ᖺᮍ‶ 3% 3% 2% 3% 2% 3% 5% 3% 3%

䠔ᖺ௨ୖ䡚䠍䠌ᖺᮍ‶ 1% 1% 2% 1% 1% 2% 1% 2% 1%

䠍䠌ᖺ௨ୖ 4% 5% 1% 2% 1% 2% 5% 7% 3%

㒔㐨ᗓ┴ ᣦᐃ㒔ᕷ ୰᰾ᕷ ≉౛ᕷ ≉ู༊ ୍⯡ᕷ ⏫ ᮧ ᕷ⏫ᮧྜィ

ྛ✀ㅮ₇䞉◊ಟ఍➼䜈
䛾ཧຍ 94% 95% 90% 95% 91% 88% 88% 80% 88%

ྛ✀㜵⅏䝅䝇䝔䝮➃ᮎ
䛾᧯స◊ಟ 89% 95% 86% 90% 87% 78% 75% 64% 76%

༴ᶵⓎ⏕せᅉ䛾䛒䜛᪋
タ䞉㑊㞴᪋タ䛾どᐹ 66% 75% 57% 60% 65% 45% 36% 31% 41%

㓄ᒓ᫬䛻⾜䛖༴ᶵ⟶⌮
◊ಟ 49% 75% 26% 30% 61% 15% 10% 8% 14%

ᐃᮇⓗ䛺༴ᶵ⟶⌮◊ಟ 83% 85% 50% 45% 61% 34% 27% 21% 31%

༴ᶵᑐᛂᶵ㛵䠄ᾘ㜵➼䠅
䛷䛾༴ᶵ⟶⌮◊ಟ 64% 85% 62% 40% 30% 26% 23% 21% 26%

ͤ�ᾘ㜵ࡿࡼ࡟ᐟ᪥┤యไ࡟ຍࠊ࠼༴ᶵ⟶⌮ᢸᙜ㒊⨫࡚࠸࠾࡟ᐇ᪋ࡢࡶࡿ࠸࡚ࡋ㸦」ᩘᅇ⟅㸧

ۑ ༴ᶵ⟶⌮ᢸᙜ㒊⨫ࡿࡅ࠾࡟ᐟ᪥┤యไ

㒔㐨ᗓ┴ ᣦᐃ㒔ᕷ ୰᰾ᕷ ≉౛ᕷ ≉ู༊ ୍⯡ᕷ ⏫ ᮧ ᕷ⏫ᮧྜィ

94% 40% 19% 13% 91% 21% 40% 58% 34%

༴ᶵ⟶⌮ᢸᙜ㒊⨫䛾⫋ဨ
䛻䜘䜚ᑐᛂ䛧䛶䛔䜛

89% 40% 10% 5% 35% 7% 14% 27% 13%

༴ᶵ⟶⌮ᢸᙜ㒊⨫௨እ䛾
⫋ဨ䛻䜘䜚ᑐᛂ䛧䛶䛔䜛

55% 25% 12% 8% 83% 19% 37% 53% 31%

21% 25% 69% 60% 22% 78% 67% 42% 68%

⫋ဨ䛻䜘䜚ᑐᛂ䛧䛶䛔䜛

⫋ဨ௨እ䛾ேဨ䛻䜘䜚ᑐᛂ䛧
䛶䛔䜛䠄እ㒊ጤク䞉Ᏺ⾨ ➼䠅

ۑ ༴ᶵ⟶⌮ᢸᙜ㒊⨫ࡿࡅ࠾࡟ᐟ᪥┤యไ࠾࡟

ϩ
ࡅ࠾

ϩ
ᐟ᪥┤యไࡿᐟࡿࡅ

༴ᶵ⟶⌮஦᱌Ⓨ⏕᫬䛾యไ༴ᶵ⟶⌮஦᱌Ⓨ⏕᫬䛾యไ

ۑ ⫋ဨཧ㞟カ⦎ࡢᐇ᪋≧ἣཬࡧカ⦎ᑐ㇟

㒔㐨ᗓ┴ ᣦᐃ㒔ᕷ ୰᰾ᕷ ≉౛ᕷ ≉ู༊ ୍⯡ᕷ ⏫ ᮧ ᕷ⏫ᮧྜィ

ᖺ䛻」ᩘᅇᐇ᪋ 6% 25% 2% 5% 4% 3% 3% 1% 3%

ᖺ䛻䠍ᅇᐇ᪋ 49% 25% 33% 50% 57% 38% 29% 30% 34%

ᐇ᪋䛧䛶䛔䛺䛔 45% 50% 62% 45% 39% 58% 68% 69% 63%

ᇶᮏⓗ䛻඲⫋ဨ䜢ᑐ
㇟䛸䛧䛶䛔䜛

23% 40% 67% 36% 14% 59% 76% 86% 66%

༴ᶵ⟶⌮ᢸᙜ㒊⨫䛾
⫋ဨ䛺䛹䚸≉ᐃ䛾⫋ဨ

77% 60% 33% 64% 86% 41% 24% 14% 34%

ᐇ
᪋
≧
ἣ

カ
⦎
ᑐ
㇟

※「実施状況」については、上記以外の頻度で行っている団体もあるため、必ずしも総数とは一致しない。 
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政 策

全
国
防
災
・
危
機
管
理
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー

消
防
庁
で
は
、
内
閣
府
と
の
共
催
に
よ

り
、
平
成
26
年
6
月
4
日
、
市
町
村
長
に

対
す
る
防
災
・
危
機
管
理
研
修
の
一
環
と

し
て
、「
全
国
防
災
・
危
機
管
理
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
は
じ
め
に
消
防
審
議

会
の
室
﨑
会
長
（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）

か
ら
、市
町
村
長
の
初
動
対
応
に
つ
い
て
、

講
演
が
行
わ
れ
た
。

室
﨑
会
長
は
、
災
害
時
に
は
物
的
･
人

的
資
源
、
情
報
の
不
足
、
限
ら
れ
た
時
間

な
ど
の
制
約
の
中
で
決
断
を
迫
ら
れ
る

が
、
避
難
勧
告
等
の
権
限
を
付
与
さ
れ
た

市
町
村
長
が
責
任
を
負
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
初
動
対
応
で
は
、
災
害
対

策
本
部
を
早
く
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
非
常
時
の
人
員
配
置
を
予
め
考

え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
情
報
の
収
集
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
災
害
情
報
を
く
み
上

げ
る
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
作
る
か
が
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
が
、
情
報
は
待
つ
も
の
で
は
な

く
取
り
に
行
く
も
の
で
あ
り
、
地
域
で
起

き
て
い
る
こ
と
を
素
早
く
察
知
す
る
こ
と

も
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
最
悪
の
事
態
を

想
定
し
、
避
難
勧
告
等
は
空
振
り
を
恐
れ

ず
に
発
令
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
広

報
に
つ
い
て
、
情
報
を
包
み
隠
さ
ず
正
確

に
、
定
期
的
に
公
表
す
る
こ
と
、
時
に
は

住
民
に
直
接
語
り
か
け
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
―
と
述
べ
た
。

ま
た
、平
成
16
年
の
台
風
災
害
に
際
し
、

陣
頭
指
揮
に
当
た
ら
れ
た
兵
庫
県
豊
岡
市

の
中
貝
市
長
か
ら
、「
私
た
ち
は
ど
の
よ

う
に
台
風
災
害
と
闘
っ
た
か
」
と
題
し
、

講
演
が
行
わ
れ
た
。

中
貝
市
長
は
、
平
成
16
年
の
台
風
23
号

の
災
害
対
応
で
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
ほ
ど
急
速
に
川
の
水
位
が
上

昇
し
て
い
く
中
で
、
避
難
勧
告
等
の
発
令

を
決
断
し
た
が
、
伝
達
す
る
内
容
の
検
討

に
時
間
を
要
し
た
こ
と
に
、悔
い
が
残
る
。

「
人
は
逃
げ
な
い
」
そ
う
い
う
傾
向
を
持

つ
人
々
を
逃
が
す
た
め
、
気
象
情
報
や
災

害
対
策
本
部
の
対
応
を
絶
え
ず
住
民
に
伝

え
な
が
ら
、危
機
感
の
高
ま
り
を
共
有
し
、

避
難
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

災
害
対
応
は
、
そ
の
現
場
に
い
る
市
町
村

し
か
で
き
な
い
以
上
、「
我
々
」
は
覚
悟

を
決
め
、
自
ら
の
組
織
と
能
力
を
ア
ッ
プ

す
る
ほ
か
な
い
―
と
述
べ
た
。

都
道
府
県
防
災
・
危
機
管
理
ト
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー

都
道
府
県
に
お
い
て
も
、
市
町
村
長
を

対
象
と
し
た
「
都
道
府
県
防
災
・
危
機
管

理
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
、
福
井
県
を
皮

切
り
に
順
次
開
催
し
て
い
る
。
各
都
道
府

県
は
、
町
村
会
及
び
市
長
会
の
会
議
や
消

防
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー
の
市
町
村
長
防
災

危
機
管
理
ラ
ボ
に
併
せ
て
開
催
す
る
な

ど
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
平
成
26
年

12
月
1
日
時
点
で
は
、
既
に
開
催
さ
れ
た

46
都
道
府
県
に
お
い
て
、
約
8
7
0
人
の

市
町
村
長
が
本
人
自
ら
参
加
し
て
お
り
、

代
理
参
加
を
含
め
る
と
約
1
、
5
2
0
人

が
当
該
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い
る
。

市
町
村
長
に
よ
る
危
機
管
理
の
要

諦消
防
庁
で
は
、
防
災
・
危
機
管
理
ト
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
当
た
り
、
自
然
災

害
、
国
民
保
護
事
案
等
の
危
機
事
態
に
お

い
て
、
市
町
村
長
の
心
構
え
や
ど
の
よ
う

な
行
動
を
と
る
べ
き
か
な
ど
を
「
市
町
村

長
に
よ
る
危
機
管
理
の
要
諦
」
と
し
て
、

テ
キ
ス
ト
に
ま
と
め
て
い
る
。

テ
キ
ス
ト
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。市

町
村
長
に
よ
る
危
機
管
理
の
要
諦

－

初
動
対
応
を
中
心
と
し
て

－

1　

市
町
村
長
の
責
任
・
心
構
え

⑴ 
危
機
管
理
に
お
い
て
は
、
ト
ッ
プ
で
あ

る
市
町
村
長
が
全
責
任
を
負
う
覚
悟
を

も
っ
て
陣
頭
指
揮
を
執
る
。

⑵ 

最
も
重
要
な
こ
と
は
、①
駆
け
つ
け
る
、

②
体
制
を
つ
く
る
、
③
状
況
を
把
握
す

る
、④
目
標
・
対
策
に
つ
い
て
判
断
（
意

思
決
定
）
す
る
、
⑤
住
民
に
呼
び
か
け

る
、
の
5
点
で
あ
る
。

⑶ 

市
町
村
長
が
ま
ず
自
ら
判
断
す
べ
き
事

項
は
、
避
難
勧
告
等
の
発
令
と
緊
急
消

防
援
助
隊
や
自
衛
隊
の
応
援
等
に
係
る

都
道
府
県
へ
の
要
求
で
あ
る
。

⑷ 

災
害
状
況
が
正
確
に
把
握
で
き
な
い
場

合
で
も
、
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
て
判

断
し
、
行
動
す
る
。

⑸ 

緊
急
時
に
市
町
村
長
を
補
佐
す
る
危
機

管
理
担
当
幹
部
を
確
保
・
育
成
す
る
。

⑹ 

訓
練
で
で
き
な
い
こ
と
は
本
番
で
は
で

き
な
い
。
訓
練
を
侮
ら
ず
、
市
町
村
長

自
ら
訓
練
に
参
加
し
、
危
機
管
理
能
力

を
身
に
つ
け
る
。

2　

市
町
村
長
の
緊
急
参
集

⑴ 

危
機
事
態
が
発
生
し
た
場
合
（
ま
た
は

発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
）
は
、
最
悪

の
事
態
を
想
定
し
、
一
刻
も
早
く
本
庁

舎
（
災
害
対
策
本
部
設
置
予
定
場
所
）

に
駆
け
つ
け
る
。

⑵ 

市
町
村
長
は
、
災
害
等
が
予
想
さ
れ
る

場
合
に
は
即
座
に
本
庁
舎
に
駆
け
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
待
機
す
る
。

⑶ 

市
町
村
長
が
即
座
に
参
集
で
き
な
い
場

合
に
備
え
、
予
め
特
別
職
の
権
限
代
行

者
（
副
市
町
村
長
等
）
を
定
め
、
周
知

し
て
お
く
。
災
害
等
が
特
に
予
想
さ
れ

な
い
平
常
時
に
お
い
て
、
市
町
村
長
が

市
町
村
外
へ
離
れ
る
場
合
は
権
限
代
行

平成26年12月22日　4第2903号
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者
を
市
町
村
内
に
所
在
さ
せ
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

⑷ 

緊
急
時
に
は
、
第
一
報
を
覚
知
し
た
宿

直
等
か
ら
、
直
接
か
つ
迅
速
に
、
市
町

村
長
に
情
報
が
入
る
体
制
を
あ
ら
か
じ

め
確
立
し
て
お
く
と
と
も
に
、
市
町
村

長
は
、
常
に
連
絡
を
取
れ
る
態
勢
を

と
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

⑸ 

市
町
村
長
が
有
効
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
職
員
の
初
動
体

制
（
宿
日
直
体
制
・
緊
急
参
集
体
制
）

を
あ
ら
か
じ
め
構
築
し
て
お
く
。

3　

災
害
時
の
応
急
体
制
の
早
期
確
立

⑴ 

準
備
、
体
制
構
築
が
早
す
ぎ
て
非
難
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
躊
躇
せ
ず
に

災
害
対
策
本
部
等
を
立
ち
上
げ
る
。

⑵ 

声
の
出
せ
な
い
地
域
ほ
ど
最
悪
の
事
態

が
起
き
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
被
害

情
報
の
と
れ
な
い
地
域
こ
そ
あ
ら
ゆ
る

手
段
を
用
い
て
情
報
を
取
り
に
い
く
。

⑶ 

最
悪
の
事
態
を
想
定
し
て
、
災
害
時
の

応
急
対
応
に
従
事
す
る
職
員
の
安
全
管

理
に
配
慮
す
る
。

4　

避
難
勧
告
等
の
的
確
な
発
令

⑴ 

特
別
警
報
な
ど
の
生
命
に
関
わ
る
気
象

情
報
の
伝
達
や
避
難
勧
告
等
の
発
令

は
、「
見
逃
し
」
よ
り
「
空
振
り
」
の

方
が
良
く
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
用
い
て
住
民
へ
伝
達
す
る
と

と
も
に
、
要
配
慮
者
に
つ
い
て
は
昼
間

か
ら
早
め
の
避
難
準
備
行
動
を
促
す
。

⑵ 

平
常
時
か
ら
、
気
象
情
報
等
に
対
応
し

た
避
難
勧
告
等
の
発
令
基
準
を
設
定
し

て
お
く
こ
と
は
、
避
難
勧
告
等
の
ス

ム
ー
ズ
な
発
令
を
す
る
う
え
で
欠
か
せ

な
い
。

⑶ 

避
難
勧
告
等
を
発
令
し
た
結
果
、
被
害

が
発
生
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、「
空

振
り
で
良
か
っ
た
」
と
捉
え
る
住
民
意

識
の
醸
成
を
促
進
す
る
こ
と
。

5　 

都
道
府
県
、
消
防
機
関
、
自
衛
隊
等

に
対
す
る
応
援
要
請
等

⑴ 
ま
ず
、
都
道
府
県
、
消
防
機
関
、
自
衛

隊
等
へ
一
報
す
る
。

⑵ 

都
道
府
県
、
消
防
機
関
、
自
衛
隊
等
の

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
連
絡
先
を
把

握
・
登
録
す
る
。

⑶ 

平
素
か
ら
、
関
係
機
関
の
ト
ッ
プ
と
の

良
好
な
関
係
を
構
築
す
る
。

6　 

マ
ス
コ
ミ
等
を
活
用
し
た
住
民
へ
の

呼
び
掛
け

⑴ 

市
町
村
長
が
自
ら
前
面
に
出
て
会
見
を

行
い
、
住
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
伝

え
る
。

⑵ 

情
報
を
包
み
隠
さ
ず
、
正
確
に
公
表
す

る
。

⑶ 

時
機
を
失
せ
ず
、定
期
的
に
発
表
す
る
。

ま
と
め

冒
頭
に
も
述
べ
た
と
お
り
、自
然
災
害
、

国
民
保
護
事
案
等
の
危
機
事
態
に
お
い
て

は
、
市
町
村
長
の
判
断
や
行
動
が
極
め
て

重
要
な
も
の
と
な
る
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
認
識
の
下
、
市

町
村
の
防
災
・
危
機
管
理
に
関
す
る
消
防

庁
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
防

災
・
危
機
管
理
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
に
つ

い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
当
該
セ
ミ

ナ
ー
で
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
の
概
要
を
示

し
て
い
る
。
実
際
の
テ
キ
ス
ト
は
、
こ
れ

ま
で
の
市
町
村
長
の
災
害
対
応
に
お
け
る

成
功
し
た
事
例
、
失
敗
し
た
事
例
と
と
も

に
、
災
害
を
経
験
し
た
市
町
村
長
の
体
験

談
が
多
く
盛
り
込
ま
れ
た
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

　
◎
休
刊
の
お
知
ら
せ
◎

　
12
月
29
日
付
及
び
平
成
27
年
1
月
5

日
付
の
町
村
週
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、

休
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
第
2
9
0
4
号
は
1
月
12
日
付
の
発

行
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

消
防
庁
国
民
保
護
・
防
災
部
防
災
課

国
民
保
護
室

T
E
L
：
0
3

‒

5
2
5
3

‒

7
5
5
0
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△ 

若
狭
湾
国
定
公
園
に
属
す
る
三
方
五
湖
（
み
か
た
ご
こ
）
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フォーラム

平成26年12月22日　6第2903号

は
じ
め
に

美
浜
町
は
、
福
井
県
の
南
西
部
、
い
わ
ゆ

る
嶺
南
地
域
に
位
置
し
、
人
口
1
0
、
1
5

4
人
（
平
成
26
年
4
月
1
日
現
在
）、
北
は

日
本
海
に
面
し
、
南
は
山
林
が
広
が
り
、
東

は
敦
賀
市
、
西
は
若
狭
町
、
南
は
滋
賀
県
高

島
市
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

町
の
総
面
積
は
1
5
2
・
32
㎢
で
、
東
西

約
19
㎞
、
南
北
約
27
㎞
と
南
北
に
長
く
、
町

土
の
約
8
割
は
山
林
で
、
町
の
中
央
部
を
流

れ
る
耳
川
流
域
に
平
野
部
が
広
が
る
と
と
も

に
、
海
・
山
・
川
・
湖
と
い
う
変
化
に
富
ん

だ
自
然
の
景
観
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
若
狭
湾

や
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
「
三
方
五
湖
」

（
美
浜
町
に
は
、
久
々
子
湖
、
日
向
湖
が
あ
る
）

は
若
狭
湾
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
基
幹
産
業
は
豊
か
な
自
然
を

生
か
し
た
農
林
水
産
業
と
観
光
産
業
で
あ

り
、
関
西
、
中
京
方
面
を
中
心
に
近
年
は
両

方
の
連
携
に
よ
る
体
験
教
育
旅
行
等
都
市
部

と
の
交
流
が
活
発
で
す
。

ま
た
、
昭
和
45
年
に
関
西
電
力
美
浜
発
電

所
一
号
機
が
運
転
を
開
始
し
て
以
来
、
原
子

力
発
電
所
と
共
に
歩
ん
で
き
た
40
年
以
上
の

歴
史
か
ら
、「
原
子
力
と
共
生
す
る
町
」
と

し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
で
先
進
的

な
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

福井県

Ｎ

美浜町

現地レポート 地域資源を活かした活性化策

自
然 

か
が
や
き
　
人 

い
き
い
き
　
ま
ち
が
に
ぎ
わ
う

　
美う

ま

し
美
浜
を
め
ざ
し
て

美み

浜は
ま

町ち
ょ
う

福
井
県
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「
美う
ま

し
美
浜
」
と
は
・
・
・

美
浜
町
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
「
第
四

次
美
浜
町
総
合
振
興
計
画
」
に
基
づ
い
て
、

「
自
然
か
が
や
き　

人
い
き
い
き　

町
が
に

ぎ
わ
う
美
し
美
浜
」
を
将
来
像
と
し
た
積
極

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

町
を
取
り
巻
く
様
々
な
社
会
情
勢
の
中
、

美
浜
を
主
張
す
る
個
性
的
で
自
立
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
は
、
住
民
と
行
政
が
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

学
ぶ
「
共
学
」
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
や
責
任
を
分
担
し
実
行
す
る「
協
働
」

が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
美
し
美
浜
」
に
は
、
美
浜
の
自
然
が
い

つ
ま
で
も
美
し
く
、
食
べ
物
が
美
味
し
く
、

そ
し
て
何
よ
り
も
「
心
」
を
美
し
く
豊
か
に

育
ん
で
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
「
美
し
美
浜
」
こ
そ
が
、
全
町
民
の

願
い
で
あ
る
と
と
も
に
、
成
し
遂
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
目
標
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。「

美
し
美
浜
」
づ
く
り
　
そ
の
1

〜
「
へ
し
こ
の
町
美
浜
」
〜

「
へ
し
こ
」
は
若
狭
地
方
に
伝
わ
る
保
存

食
で
、
美
浜
町
は
日
本
で
唯
一
「
へ
し
こ
の

町
」
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。「
へ
し
こ
」
は

魚
の
ヌ
カ
漬
け
で
、
若
狭
地
方
の
冬
の
保
存

食
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

古
く
か
ら
美
味
な
鯖
の
好
漁
場
で
知
ら
れ

る
若
狭
湾
に
面
し
た
美
浜
町
は
、
と
り
わ
け

「
鯖
の
へ
し
こ
」
作
り
が
盛
ん
で
す
。
美
浜

の
へ
し
こ
は
、
鯖
を
漬
け
込
む
ヌ
カ
と
塩
以

外
に
醤
油
や
酒
、
み
り
ん
な
ど
独
自
の
調
味

料
を
使
用
す
る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
、
お
惣
菜

に
も
酒
の
肴
に
も
な
る「
美
浜
の
旨
い
も
ん
」

と
し
て
全
国
に
フ
ァ
ン
が
い
ま
す
。

美
浜
町
は
地
域
が
誇
る
こ
の
伝
統
食
を
守

り
伝
え
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
や
観

光
Ｐ
Ｒ
、
名
物
料
理
の
研
究
・
開
発
な
ど
に

活
用
し
て
い
く
た
め
、
平
成
17
年
に
「
へ
し

こ
の
町
」
を
宣
言
し
、
商
標
登
録
を
し
ま
し

た
。
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
企
業
が
秘

伝
の
味
の
へ
し
こ
を
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
に
も
「
へ
し
こ
ラ
ー
メ
ン
」
や
「
へ
し
こ

パ
ス
タ
」
な
ど
の
新
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や
、

町
内
の
小
学
校
で
の
へ
し
こ
作
り
の
体
験
学

習
、
観
光
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
へ
し
こ
料
理

作
り
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
へ
し
こ
を
生
か

し
た
ま
ち
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
美
し
美
浜
」
づ
く
り
　
そ
の
2

〜
若
狭
美
浜
は
あ
と
ふ
る
体
験
〜

農
業
や
漁
業
等
の
町
の
産
業
者
が
生
業
や

経
験
を
生
か
し
、美
浜
町
の
自
然
や
産
業
、文

化
、
食
を
体
験
で
き
る
体
験
教
育
を
推
進
す

る
た
め
、平
成
16
年
に
、若
狭
美
浜
は
あ
と
ふ

る
体
験
推
進
協
議
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

体
験
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
は
あ
と
ふ
る
美
浜
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
携

わ
り
、　

現
在
、農
林
漁
業
体
験
、味
覚
体
験
、

自
然
・
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
、
工
芸
・
歴
史
文

化
体
験
な
ど
75
種
類
以
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
へ
し
こ
の
町
」
美
浜
な
ら
で

は
の
「
へ
し
こ
料
理
体
験
」、「
ボ
ー
ト
の
町
」

美
浜
な
ら
で
は
の
久
々
子
湖
で
の
「
ボ
ー
ト

体
験
」、
若
狭
湾
で
大
敷
網
の
漁
船
に
乗
っ

て
の
「
漁
業
体
験
」
や
農
家
・
漁
家
で
の
民

泊
、
森
で
の
間
伐
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
美
浜

ら
し
さ
が
詰
ま
っ
て
い
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。
普
通
の
観
光
旅
行
で
は
体
験
で
き
な

い
美
浜
の
魅
力
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
か
ら
、
毎
年
、
修
学
旅
行
に
訪
れ
美
浜
町

で
3
日
間
を
過
ご
す
学
校
も
あ
り
、
地
元
の

人
と
交
流
し
な
が
ら
美
浜
町
の
自
然
・
文
化
・

歴
史
に
ふ
れ
る
体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て

定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。

△ 

保
存
食
と
し
て
古
く
か
ら
若
狭
地
方
に
伝
わ
る

町
の
特
産
品
「
へ
し
こ
」

△ 

久
々
子
湖
で
の
ボ
ー
ト
体
験

△ 

大
敷
網
漁
船
に
乗
っ
て
若
狭
湾
で
漁
業
体
験
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「
美
し
美
浜
」
づ
く
り
　
そ
の
3

〜 

海
と
湖
を
感
じ
な
が
ら
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
め
る
〜

潮
風
を
受
け
、
健
脚
を
競
う
「
美
浜
・
五

木
ひ
ろ
し
マ
ラ
ソ
ン
」
は
、
平
成
元
年
か
ら

開
催
さ
れ
て
お
り
、
美
浜
町
出
身
で
名
誉
町

民
で
も
あ
る
歌
手
の
五
木
ひ
ろ
し
さ
ん
を
招

い
て
行
わ
れ
る
一
大
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で

す
。風

光
明
媚
な
若
狭
湾
国
定
公
園
の
海
岸
線

を
走
る
日
本
陸
連
公
認
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

は
ラ
ン
ナ
ー
の
人
気
も
高
く
、
町
内
は
も
ち

ろ
ん
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
ま
で
全
国

各
地
か
ら
市
民
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
参
加
し
ま

す
。
毎
回
、
著
名
人
の
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
が

参
加
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
る
の
も
こ
の
大

会
の
特
色
で
す
。

ス
タ
ー
ト
の
号
砲
と
と
も
に
コ
ー
ス
に
飛

び
出
し
た
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
、
肌
を
な
で
る

潮
風
を
感
じ
な
が
ら
海
岸
線
を
快
走
し
、
心

地
よ
い
汗
を
流
し
ま
す
。

美
浜
町
は
「
ボ
ー
ト
の
町
」
で
す
。
毎
年

秋
に
開
催
さ
れ
る
「
町
民
レ
ガ
ッ
タ
」
は
、

湖
上
で
繰
り
広
げ

ら
れ
る
熱
い
戦
い

で
す
。
町
民
が
三

方
五
湖
の
自
然
と

ボ
ー
ト
競
技
に
親

し
む
こ
と
を
願
っ

て
昭
和
63
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
大
会

で
、
い
ま
や
恒
例

行
事
と
し
て
す
っ

か
り
町
に
定
着
し

て
い
ま
す
。

平
成
18
年
か
ら

は
町
外
の
参
加
者
の
た
め
の
「
交
流
の
部
」

が
設
け
ら
れ
、
本
年
も
町
内
外
か
ら
2
6
5

ク
ル
ー
が
、
会
場
と
な
る
県
立
久
々
子
湖

ボ
ー
ト
コ
ー
ス
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
観
客
も
大
勢
つ
め
か
け
、
ク
ル
ー
た
ち

に
声
援
を
送
り
な
が
ら
、
湖
岸
の
秋
を
満
喫

し
ま
す
。

尚
、
平
成
30
年
に
開
催
さ
れ
る
「
福
井
し

あ
わ
せ
元
気
国
体
」
の
「
ボ
ー
ト
競
技
」「
軟

式
野
球
競
技
」
の
会
場
と
も
な
っ
て
お
り
、

特
に
今
後
は
、
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
や
周
辺
の
整

備
と
併
せ
、「
ボ
ー
ト
の
聖
地
美
浜
町
」
と

し
て
全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
美
し
美
浜
」
づ
く
り
　
そ
の
4

〜
生
涯
学
習
の
ま
ち
　
美
浜
町
〜

美
浜
町
は
、
平
成
16
年
に
町
制
50
周
年
を

記
念
し
て
「
生
涯
学
習
の
ま
ち
」
を
宣
言
し

ま
し
た
。
平
成
24
年
に
は
生
涯
学
習
活
動
の

拠
点
と
し
て
整
備
し
た
、
学
び
の
「
な
び
」

と
明
日
の
「
あ
す
」
私
達
の
あ
す
（us

）

か
ら
名
付
け
た
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
な
び

あ
す
」
を
整
備
し
、
こ
こ
を
拠
点
に
、
各
種

生
涯
学
習
講
座
、
高
齢
者
対
象
の
は
あ
と
ふ

る
大
学
、
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

な
ど
学
習
機
会
も
豊
富
で
、
若
者
か
ら
高
齢

者
ま
で
幅
広
い
年
齢
の
町
民
が
、
楽
し
く
心

△ 

五
木
ひ
ろ
し
マ
ラ
ソ
ン

△ 

町
民
レ
ガ
ッ
タ
は
誰
に
で
も
気
軽
に
湖
や
ボ
ー

ト
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
。

△ 

世
界
最
高
水
準
フ
ァ
ツ
ィ
オ
リ
社
の
コ
ン
サ

ー
ト
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
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豊
か
に
学
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、「
な
び
あ
す
」
に
は
幻
の
ピ
ア
ノ

と
呼
ば
れ
る
イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ
ツ
ィ
オ
リ
社

製
Ｆ
3
0
8
を
日
本
国
内
の
ホ
ー
ル
で
初
め

て
導
入
し
ま
し
た
。
世
界
最
高
水
準
で
奥
行

き
が
3
ｍ
を
超
え
る
最
大
級
の
コ
ン
サ
ー
ト

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
で
す
。
重
厚
な
音
量
と
ク

リ
ア
な
音
色
を
体
感
で
き
、
大
迫
力
の
パ

ワ
ー
と
長
く
な
っ
た
低
音
域
の
弦
か
ら
生
ま

れ
る
倍
音
は
、
全
世
界
か
ら
称
賛
を
得
て
い

ま
す
。

こ
の
フ
ァ
ツ
ィ
オ
リ
社
製
ピ
ア
ノ
が
ご
縁

と
な
り
、
世
界
的
な
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で

あ
る
ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ

ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
を
招
い
た
、
ガ
ラ
コ
ン

サ
ー
ト
の
招
聘
が
決
ま
り
ま
し
た
。「
な
び

あ
す
に
し
か
な
い
価
値
」
を
全
国
に
広
く
発

信
す
る
機
会
と
と
ら
え
て
お
り
ま
す
。

「
美
し
美
浜
」
づ
く
り
　
そ
の
5

〜 

だ
れ
も
が
健
康
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
「
げ
ん
げ

ん
運
動
」「
す
ま
い
る
活
動
」〜

美
浜
町
で
は
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
、
町
ぐ
る
み
で
減
塩
・
減
量
に
取
り
組
む

「
げ
ん
げ
ん
運
動
」、
町
民
全
体
が
認
知
症
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
誰
も
が
認
知
症
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

「
す
ま
い
る
活
動
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
年
4
月
に
は
、美
浜
町
を
舞
台
に
し
た
、

さ
だ
ま
さ
し
氏
の
小
説
『
サ
ク
ラ
サ
ク
』
が

映
画
化
さ
れ
、
全
国
で
一
斉
公
開
さ
れ
ま
し

た
。
都
会
に
住
む
崩
壊
寸
前
の
家
族
が
、
認

知
症
の
症
状
が
出
始
め
た
祖
父
の
思
い
出
の

地
を
訪
ね
な
が
ら
家
族
の
絆
を
取
り
戻
し
て

い
く
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
壊
れ
た
も
の
を

元
に
戻
す
の
で
は
な
く
、
よ
り
大
き
く
強
い

『
絆
』
で
結
ば
れ
て
こ
そ
「
本
当
の
再
生
」

に
な
る
と
い
う
家
族
の
絆
（
愛
）
を
美
浜
町

の
自
然
と
風
景
が
織
り
な
す
映
像
美
の
中
で

見
事
に
描
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

尚
、
こ
の
10
月
に
は
映
画
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
発

売
さ
れ
ま
し
た
の
で
是
非
一
度
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
美
し
美
浜
」
づ
く
り
　
そ
の
6

〜
先
進
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
〜

美
浜
町
は
「
原
子
力
と
共
生
す
る
町
」
と

し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
に
町
を
上
げ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
町
内
小
中
学
校
で

は
、
児
童
・
生
徒
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
へ

の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
日
本
初

と
な
る
小
中
一
貫
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
、
原
子
力
関
連
施

設
の
見
学
や
電
気･

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

す
る
体
験
学
習
な
ど
を
授
業
に
取
り
入
れ
な

が
ら
、
段
階
的･

総
合
的
な
教
育
を
進
め
て

い
ま
す
。

こ
の
拠
点
と
し
て
、
平
成
27
年
度
に
は
、

再
編
に
よ
り
廃
校
と
な
る
小
学
校
の
校
舎
を

活
用
し
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
体
験
施

設
」
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

「
美
し
美
浜
」
づ
く
り
　
そ
の
7

〜
今
後
に
向
け
て
〜

本
年
美
浜
町
は
、
町
制
施
行
60
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少

の
問
題
等
多
く
の
自
治
体
が
抱
え
て
い
る
問

題
に
加
え
、
東
日
本
大
震
災
以
降
長
引
く
原

子
力
発
電
所
の
運
転
停
止
に
伴
う
地
元
経
済

の
疲
弊
問
題
等
に
も
直
面
し
て
い
る
の
も
事

実
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
年
7
月
に
舞
鶴
若
狭

自
動
車
が
全
線
開
通
し
、
本
町
へ
の
ア
ク
セ

ス
の
利
便
性
が
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
を
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
交
流
人

口
の
拡
大
と
定
住
促
進
を
強
く
推
し
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

美
浜
町
長　

山
口　

治
太
郎

△ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
体
験
施
設（
完
成
予
想
図
）

△ 

砂
粒
が
細
か
く
き
ら
め
く
白
い
砂
が
特
長
の

水
晶
浜

△ 

町
を
あ
げ
て
の
食

生
活
か
ら
は
じ
め

る
健
康
づ
く
り

　
げ
ん
げ
ん
運
動
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れからも充実をはかっていきたいと考えてい
ますので、ご覧になったご感想・ご意見を、下
記のメールアドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用いただ
ける専用ページです。
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ます。

■
開
催
趣
旨

　

日
本
生
態
系
協
会
は
、
気
候
変
動
や
自
然

災
害
に
強
く
、
生
物
多
様
性
豊
か
な
、
自
然

と
共
存
す
る
持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
を

テ
ー
マ
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
が
顕
著
に
な
り
、
生

態
系
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
な
か
、
世
界
の

国
々
は
「
気
候
変
動
対
策
」
と
「
生
物
多
様

性
の
保
全
再
生
」
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
こ
う
し
た
国
際
的
な

動
向
な
ど
を
紹
介
し
、
持
続
可
能
な
く
に
づ

く
り
を
見
据
え
た
こ
れ
か
ら
の
都
市
の
あ
り

方
を
提
案
し
ま
す
。
講
演
者
と
し
て
、中
国
、

ア
メ
リ
カ
よ
り
、
習
近
平
国
家
主
席
の
政
策

ブ
レ
ー
ン
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
室
政
策
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
お
招
き
し
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
に
携
わ
る
方
、
関
心
の
あ
る

方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。

■
開
催
概
要

○
日
時
：
平
成
27
年
1
月
15
日
（
木
）

　

14
：
40

－

18
：
00
（
14
：
20
開
場)

○
会
場
：
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

　
（
東
京
都
文
京
区
春
日
1‒

16-

21
）

○
主
催
：（
公
財
）
日
本
生
態
系
協
会

○ 

後
援
：
総
務
省
、
環
境
省
、
国
土
交
通
省
、

農
林
水
産
省
、
文
京
区
、
全
国
知
事
会
、

全
国
市
長
会
、
全
国
町
村
会
、（
公
社
）

日
本
都
市
計
画
学
会
、（
公
社
）土
木
学
会
、

自
治
体
学
会
、
日
本
ビ
オ
ト
ー
プ
管
理
士

会
ほ
か

○ 

対
象
：
自
治
体
リ
ー
ダ
ー
、
国
会
・
地
方

議
員
、
行
政
職
員
、
企
業
、
研
究
者
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
な
ど
、
自
然
と
共
存
す
る
持
続
可
能

な
く
に
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
に
関
心
の

あ
る
全
て
の
個
人
・
団
体
。

　

(

参
加
費
無
料)

○
定
員
：
3
5
0
名
（
事
前
申
込
制
）

○ 

使
用
言
語
：
日
本
語(

外
国
語
の
講
演
に

は
日
本
語
の
逐
次
通
訳
あ
り)

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
開　

会　

14
：
40

○
開
会
挨
拶
・
趣
旨
説
明

　

(

公
財)

日
本
生
態
系
協
会
会
長

　

池
谷　

奉
文

○ 

ア
メ
リ
カ
の
取
組　
『Pla

N
Y
C 

持
続
可

能
な
都
市
に
向
け
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
長

期
計
画
』

　 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
期
計
画
と
持
続
可
能

　

性
市
長
室

　

政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

○ 

中
国
の
取
組
『
緑
色
現
代
化
巨
大
都
市 

北
京
』

　

清
華
大
学(

中
国)

教
授
・

　

国
情
研
究
セ
ン
タ
ー
長　

胡
鞍
鋼
氏

○ 

国
内
の
取
組
『「
東
京
の
都
市
づ
く
り
」

2
0
2
0
年
の
そ
の
先
を
見
据
え
、
都
市

づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
取
組
を
進
化
』

　

東
京
都
都
市
整
備
局

　

都
市
づ
く
り
政
策
部
長　

上
野
雄
一
氏

○
閉　

会　

18
：
00

○
懇
親
会　

参
加
希
望
者
の
み

　
（
会
費
制
4
0
0
0
円
程
度
）

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

公
益
財
団
法
人
日
本
生
態
系
協
会

　

都
市
フ
ォ
ー
ラ
ム
係

　

[

電　

話]

0
3-

5
9
5
1-

0
2
4
4

　

[

Ｆ
Ａ
Ｘ]

0
3-

5
9
5
1-
2
9
7
4

　

[

メ
ー
ル]

　

1.1
5sy
m
posiu

m
@
ecosys.or.jp

　

[

Ｕ
Ｒ
Ｌ]http://w

w
w.ecosys.or.jp

自然と共存する持続可能な都市づくりを考える！
国際フォーラム 『かわっていく大都市　東京･北京・ＮＹ』 参加者募集のお知らせ
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随 想

随随

想想

安
田
町
は
、
高
知
県
の
東
部
に
位
置
す

る
人
口
3
千
人
足
ら
ず
の
小
さ
な
町
で
、

三
方
を
四
国
山
脈
の
急
峻
な
山
岳
に
囲
ま

れ
、
南
は
黒
潮
あ
ら
う
太
平
洋
に
面
し
、

町
の
中
央
部
を
南
北
に
安
田
川
が
貫
流
す

る
、
自
然
豊
か
な
清
流
の
ま
ち
で
す
。

安
田
川
下
流
の
平
野
部
は
、
温
暖
な
気

候
と
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
蔬
菜
園
芸
発

祥
の
地
と
し
て
発
展
し
、
ナ
ス
や
オ
ク
ラ

な
ど
が
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
、
上
流
の
中
山

間
部
で
は
、
ユ
ズ
や
自
然
薯
の
栽
培
も
行

わ
れ
る
な
ど
、
農
業
の
ま
ち
と
し
て
栄
え

て
き
ま
し
た
。

か
つ
て
は
、
日
本
三
大
美
林
の
一
つ
に

も
数
え
ら
れ
る
魚
梁
瀬
杉
を
使
っ
た
製
材

業
も
盛
ん
で
し
た
が
、
天
然
林
の
枯
渇
な

ど
に
よ
っ
て
衰
退
し
、
現
在
で
は
、
木
材

を
運
搬
し
た
森
林
鉄
道
の
遺
構
が
町
内
各

所
に
点
在
し
て
い
ま
す
。
隧
道
や
橋
梁
な

ど
当
時
の
面
影
を
留
め
た
数
々
の
遺
構
は

歴
史
的
・
文
化
的
な
評
価
も
高
く
、
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
自
慢
で
あ
る
安
田
川
は
、
ダ
ム
の

な
い
手
つ
か
ず
の
自
然
が
残
る
清
流
と
し

て
知
ら
れ
、
古
く
か
ら
流
域
に
広
が
る
豊

か
な
土
壌
を
潤
し
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
を
脈
々
と
支
え
て
き
ま
し
た
。
ミ

ネ
ラ
ル
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
含
ん
だ
伏
流
水

は
、
全
国
的
に
も
名
高
い
「
土
佐
鶴
」
と

「
南
」、
2
つ
の
銘
酒
を
醸
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
の
流
れ
は
急
流
で
透
明
度
が

高
く
、良
質
な
苔
が
繁
茂
し
て
い
る
た
め
、

清
流
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
天
然
鮎
は
身
が

締
ま
り
、
味
・
香
り
と
も
に
素
晴
ら
し
く
、

全
国
規
模
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
清
流
め

ぐ
り
利
き
鮎
会
」
で
は
、
数
々
の
有
名
河

川
を
抑
え
、
2
度
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

す
る
な
ど
、そ
の
味
は
折
り
紙
つ
き
で
す
。

毎
年
、
県
内
外
か
ら
大
勢
の
太
公
望
が

集
い
、
そ
の
腕
前
を
競
い
合
う
憧
れ
の
川

で
も
あ
り
、
私
た
ち
は
胸
を
張
っ
て
「
日

本
一
美
味
い
鮎
の
棲
む
安
田
川
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。

清
流
安
田
川
に
象
徴
さ
れ
る
本
町
の
自

然
は
、今
日
ま
で
、町
の
産
業
を
育
み
人
々

の
暮
ら
し
や
文
化
の
骨
格
を
築
い
て
き
た

重
要
な
財
産
で
あ
り
、
私
た
ち
に
は
、
先

人
が
遺
し
て
く
れ
た
自
然
や
そ
の
恵
み
を

活
か
し
て
、
わ
が
町
の
存
在
価
値
を
後
世

ま
で
高
め
て
い
く
責
務
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
農
産
物
な
ど
の
地
場
産

品
販
売
セ
ン
タ
ー「
輝
る
ぽ
ー
と
安
田
」や
、

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
フ
ラ
ン
ス
料
理
を

提
供
す
る
「
レ
ス
ト
ラ
ン　

ラ
ポ
ー
ル
」

と
い
っ
た
町
の
総
合
交
流
拠
点
施
設
を
整

備
し
、
地
産
地
消
に
よ
る
産
業
振
興
、
町

の
情
報
発
信
、
町
内
外
の
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、マ
ン
ゴ
ー

や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の
新
興
作
物
栽
培

の
普
及
を
図
り
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
使
っ

た
ス
イ
ー
ツ
の
製
造
販
売
を
行
う
「
安
田

（
あ
ん
た
）
と
夢
フ
ァ
ク
ト
リ
ー　

キ
ラ

ラ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、
新
た
な
安
田
町
ブ

ラ
ン
ド
で
あ
る
「
マ
ン
ゴ
ー
大
福
」
の
開

発
・
販
売
促
進
を
行
う
な
ど
、
6
次
産
業

化
に
よ
る
産
業
の
創
出
や
地
産
外
商
の
取

り
組
み
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
幕
末
の
英
雄
、
坂
本
龍
馬
を

顕
彰
す
る
高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
の

連
携
館
で
あ
る
「
安
田
ま
ち
な
み
交
流
館　

和
（
な
ご
み
）」
に
お
い
て
、
幕
末
維
新

の
充
実
し
た
企
画
展
の
開
催
な
ど
を
通

じ
、
郷
土
が
誇
る
歴
史
や
豊
か
な
文
化
を

身
近
に
実
感
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
も
努

め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
人
々
が
集
い
、
交
流
す

る
と
こ
ろ
に
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
ま
ち
に

活
力
を
生
み
出
す
」
と
い
う
想
い
を
も
っ

て
、
全
力
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
が
、
現
在
、
わ
が
国
で
は
、
人

口
減
少
や
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
私
た

ち
町
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
極
め
て
厳
し

い
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

国
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
、
東
京
圏
へ
の
人
口
集
中

を
是
正
し
、
活
力
あ
る
日
本
社
会
を
将
来

に
わ
た
っ
て
維
持
し
て
い
く
た
め
の
、
地

方
創
生
の
取
り
組
み
が
本
格
化
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
中
、私
た
ち
も
、こ
れ
ま
で
以

上
に
斬
新
か
つ
柔
軟
な
発
想
と
行
動
力
を

も
っ
て
、
町
民
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
清

流
・
安
田
川
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
環
境

を
活
か
し
、
世
代
を
超
え
て
大
輪
の
花
を

咲
か
せ
、大
き
な
実
を
結
び
、皆
が
夢
を
も

て
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

海
・
山
・
川
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
絶
好

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
夢
を
実
現
さ

せ
る
こ
と
が
充
分
に
可
能
な
も
の
で
あ
る

と
自
負
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
、
安
全
・

安
心
で
活
気
の
あ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、町
民
と
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、

川
と
と
も
に
生
き
る
未
来
の
安
田
町
を
創

造
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

有あ
り

岡お
か

　正ま
さ

幹み

高
知
県
町
村
会
長

高
知
県
安や

す

田だ

町
長

川
と
と
も
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り


